
市 議 会 だ よ り 第２４７号（5） 2021年（令和３年）２月13日

　12月定例会では、19人の議員が一般質問を行いました。

　質問の持ち時間は答弁を含めて１人60分です。

　ここでは紙面の都合上、１人１項目を選び、質問・答弁を要約し、分野

ごとにまとめて掲載しました。

※ＱＲコードから一般質問の動画を YouTube にてご覧いただけます。

※�12月定例会の一般質問は11月25日に通告を締め切り、12月７日から４日

間の日程で行いました。

※「市民の声」＝市民の声を届ける会

浅
野
さ
ち
議
員
（
公
明
党
）

　

要
介
護
状
態
を
避
け
、
健
康

寿
命
を
延
伸
さ
せ
る
た
め
に
は
、

フ
レ
イ
ル
（
加
齢
に
よ
っ
て
身

体
と
心
の
活
力
が
低
下
し
た
状

大
場　
諭
議
員
（
公
明
党
）

　

公
務
員
に
も
適
用
さ
れ
る
公

益
通
報
者
保
護
法
が
平
成
16
年

６
月
に
制
定
さ
れ
、
本
市
で
も

21
年
４
月
に
内
部
通
報
等
事
務

態
）
の
予
防
が
大
変
重
要
と
な

る
。
そ
こ
で
、「
フ
レ
イ
ル
チ
ェ

ッ
ク
」
の
実
施
や
、
フ
レ
イ
ル

予
防
の
周
知
策
の
更
な
る
拡
充

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答　
「
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
」

取
扱
要
領
が
制
定
さ
れ
た
が
、

同
要
領
は
、
制
定
後
10
年
以
上

経
つ
の
に
、
一
度
も
改
正
さ
れ

た
こ
と
が
な
い
。
そ
こ
で
、
運

用
体
制
の
改
善
の
た
め
、
同
要

領
を
見
直
す
考
え
は
あ
る
の
か
。

健康寿命の延伸

内部通報制度

に
つ
い
て
は
、
柏
市
の
よ
う
な

厳
正
な
方
法
で
は
な
く
、
様
々

な
会
場
で
実
施
で
き
る
簡
便
な

も
の
を
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

周
知
に
つ
い
て
は
、
人
が
多
く

集
ま
る
高
齢
者
ク
ラ
ブ
等
で
既

に
行
っ
て
い
る
リ
ハ
ビ
リ
専
門

職
の
派
遣
・
ア
ド
バ
イ
ス
等
に

加
え
、
来
年
度
か
ら
は
、
管
理

栄
養
士
や
歯
科
衛
生
士
を
活
用

す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

答　
本
市
の
内
部
通
報
等
事
務

取
扱
要
領
に
つ
い
て
は
、
公
益

通
報
者
保
護
法
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
国
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策

定
す
る
以
前
に
制
定
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
今
後
は
、
よ
り
一

層
、
内
部
通
報
者
の
保
護
と
法

令
遵
守
の
推
進
と
な
り
、
内
部

通
報
制
度
の
実
効
性
が
一
段
と

高
ま
る
よ
う
、
本
市
と
し
て
、

し
っ
か
り
と
見
直
し
を
行
う
。

フ
レ
イ
ル
予
防 

周
知
策
の
更
な
る
拡
充
は

リ
ハ
専
門
職
に
加
え
他
職
種
も
活
用
す
る

本
市
の
運
用
体
制 

改
善
す
べ
き
で
は

要
領
の
見
直
し
を
し
っ
か
り
と
行
う

西
村　
敦
議
員
（
公
明
党
）

　

本
来
大
人
が
担
う
家
族
の
介

護
や
家
事
等
を
日
常
的
に
行
う

18
歳
未
満
の
子
ど
も
、
い
わ
ゆ

る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
、

宮
本　
均
議
員
（
公
明
党
）

　

公
園
管
理
や
下
水
道
事
業
で

は
、
現
場
で
の
業
務
が
多
く
Ｄ

Ｘ
の
推
進
が
難
し
い
と
考
え
る

が
、
本
市
と
し
て
、
こ
れ
ら
の

本
市
も
そ
の
実
態
は
把
握
で
き

て
お
ら
ず
、
学
校
現
場
で
も
い

ま
だ
共
通
認
識
は
な
さ
れ
て
い

な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
市
は

早
急
に
実
態
を
把
握
し
、
支
援

策
を
講
じ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

事
業
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。
ま

た
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
知
識
の
継
承

に
つ
い
て
、
市
の
方
針
を
問
う
。

答　
公
園
管
理
で
は
、
令
和
２

年
４
月
か
ら
、
遊
具
や
ト
イ
レ

ヤングケアラー支援

公園・下水道事業のＤＸ

今
後
の
市
の
取
り
組
み
を
問
う
。

答　
ま
ず
は
子
ど
も
が
気
軽
に

相
談
で
き
る
体
制
等
の
整
備
に

加
え
、
子
ど
も
に
関
わ
る
全
て

の
関
係
部
門
が
連
携
し
て
既
存

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
等
、

早
期
に
実
態
を
把
握
す
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
そ
の
上
で
、
把
握
し
た
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
し
て
は
必

要
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

の
不
具
合
等
を
ス
マ
ホ
な
ど
で

情
報
提
供
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
開
始
し
た
他
、
下
水
道

事
業
で
は
、
紙
で
管
理
し
て
い

た
下
水
道
台
帳
の
電
子
化
が
完

了
し
た
こ
と
か
ら
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
閲
覧
が
で
き
る
よ
う
現

在
準
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

修
繕
履
歴
等
の
情
報
は
台
帳
に

一
元
的
に
蓄
積
・
共
有
す
る
こ

と
で
知
識
の
継
承
に
努
め
る
。

今
後
の
市
の
取
り
組
み
は

早
期
の
実
態
把
握
に
努
め
る

推
進
の
取
り
組
み
は

公
園
管
理
や
下
水
道
台
帳
に
活
用

小
山
田
直
人
議
員
（
公
明
党
）

　

Ａ
Ｙ
Ａ
世
代（
15
歳
～
39
歳
）

の
が
ん
患
者
は
、
自
己
負
担
で

訪
問
介
護
等
を
受
け
る
な
ど
、

国
の
制
度
の
狭
間
で
苦
し
ん
で

久
保
川
隆
志
議
員
（
公
明
党
）

　

Ｄ
Ｘ
へ
の
全
国
的
な
機
運
が

高
ま
る
中
、
本
市
で
は
村
越
市

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、

早
く
か
ら
Ｄ
Ｘ
推
進
に
取
り
組

い
る
。
そ
こ
で
、
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代

の
が
ん
患
者
に
対
す
る
介
護
等

や
妊
孕
性
温
存
治
療
の
支
援
に

つ
い
て
、
市
の
認
識
を
問
う
。

答　
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の
が
ん
患
者

へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
鹿
児
島

ん
で
い
る
が
、
令
和
３
年
１
月

４
日
か
ら
い
よ
い
よ
、
第
１
庁

舎
で
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
が

開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
窓
口
の
概
要
と
サ
ー
ビ

ス
の
有
効
性
に
つ
い
て
問
う
。

ＡＹＡ世代のがん患者

行政サービスのデジタル化

県
等
で
は
、
一
連
の
が
ん
対
策

の
一
つ
と
し
て
若
年
末
期
が
ん

患
者
に
対
す
る
療
養
支
援
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

本
市
で
は
今
後
、
他
自
治
体
の

事
例
研
究
等
を
行
っ
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
妊
孕
性
温
存
治
療

に
つ
い
て
、
国
は
、
令
和
３
年

度
か
ら
研
究
事
業
と
し
て
助
成

す
る
方
針
を
示
し
て
お
り
、
そ

の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

答　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
は
転

出
入
や
出
生
等
関
連
す
る
複
数

の
手
続
き
で
も
、
来
庁
者
は
移

動
す
る
こ
と
な
く
１
カ
所
で
完

結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
申
請

書
が
電
子
化
さ
れ
職
員
が
記
載

事
項
の
入
力
等
を
行
う
こ
と
で
、

記
入
の
負
担
が
な
く
な
り
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
に
親
し
ん
で
い
な
い
高
齢

者
等
に
と
っ
て
も
利
便
性
を
実

感
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

訪
問
介
護
や
妊
孕よ

う

性
温
存
治
療
の
支
援
は

事
例
を
研
究
し
国
の
動
向
を
注
視
し
た
い

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口 

そ
の
有
効
性
は

申
請
書
の
電
子
化
で
利
便
性
を
実
感

堀
越　
優
議
員
（
公
明
党
）

　

高
齢
者
人
口
や
要
介
護
認
定

者
数
の
増
加
に
伴
い
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
は
、
介
護

人
材
の
不
足
が
最
大
の
課
題
と

越
川
雅
史
議
員
（
無
所
属
の
会
）

　

村
越
市
長
も
代
表
会
員
の
一

人
で
あ
る
「
い
ち
か
わ
未
来
創

造
会
議
」
が
特
に
優
秀
な
提
案

の
一
つ
と
し
て
認
定
し
、
賞
賜

な
っ
て
い
る
と
聞
く
。
本
市
で

は
、
介
護
の
充
実
を
図
る
た
め
、

介
護
人
材
の
養
成
や
不
足
解
消

に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

答　
本
市
で
は
、
介
護
職
員
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
の
研

金
50
万
円
を
支
給
し
た
「
高
齢

者
、
障
が
い
者
向
け
プ
ー
ル
Ｖ

Ｒ
ゲ
ー
ム
」
の
社
会
実
証
実
験

で
は
、
高
齢
者
と
障
が
い
者
の

90
名
が
被
験
者
と
な
る
は
ず
で

あ
っ
た
。
だ
が
実
際
に
は
、
高

高齢者介護の充実

社会実証実験

修
費
用
助
成
と
い
っ
た
経
済
的

支
援
の
他
、
令
和
２
年
度
か
ら

は
職
場
体
験
や
就
業
の
た
め
の

マ
ッ
チ
ン
グ
ま
で
を
カ
バ
ー
し

た
研
修
を
開
始
し
、
介
護
人
材

の
裾
野
を
広
げ
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。
今
後
も
介
護
人

材
の
不
足
を
補
う
た
め
の
規
制

緩
和
等
、
国
の
動
向
に
も
注
視

し
つ
つ
、
介
護
の
充
実
を
図
る

た
め
の
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

齢
者
、
障
が
い
者
、
市
民
は
一

人
も
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
被
験

者
は
全
員
が
本
市
職
員
の
年
齢

42
～
57
歳
の
者
で
あ
り
、
勤
務

時
間
中
に
プ
ー
ル
に
入
っ
て
Ｖ

Ｒ
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
答
え
た
だ
け
の
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
税
金
の

無
駄
遣
い
は
、
市
民
の
理
解
を

得
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　
適
切
で
あ
る
。

介
護
人
材
養
成
や
不
足
解
消 

市
の
対
策
は

研
修
費
用
助
成
や
就
業
支
援
を
実
施

税
金
の
無
駄
遣
い
で
は
な
い
か

適

切

で

あ

る

福 祉

行 政

清
水
み
な
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

平
成
29
年
７
月
に
国
連
本
部

で
採
択
さ
れ
た
「
核
兵
器
禁
止

条
約
」
は
、
令
和
３
年
１
月
22

日
に
発
効
す
る
が
、
唯
一
の
被

爆
国
で
あ
る
日
本
は
本
条
約
を

批
准
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、

市
と
し
て
国
に
対
し
、
本
条
約

を
批
准
す
る
よ
う
要
請
す
べ
き

と
考
え
る
が
市
の
認
識
を
問
う
。

答　

広
島
市
及
び
長
崎
市
に

よ
っ
て
昭
和
57
年
に
設
立
さ
れ

た
「
平
和
首
長
会
議
」
は
、
令

和
２
年
11
月
20
日
に
、
同
会
議

の
代
表
を
務
め
る
広
島
市
長
と

長
崎
市
長
が
外
務
省
を
訪
問
し
、

本
条
約
に
批
准
す
る
よ
う
要
請

書
を
提
出
し
て
い
る
。
本
市
は
、

同
会
議
の
加
盟
市
で
あ
る
た
め
、

加
盟
市
の
一
員
と
し
て
、
本
条

約
を
批
准
す
る
よ
う
国
に
要
請

し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

核兵器禁止条約
批准するよう国に要請すべきでは
平和首長会議の加盟市として要請

平 和


